A Finger Bowl and Li Hung-Chang（3） by Yusa, Toru



























フィンガーボウルと李鴻章 ( 3 )

























LI HUNG CHANG AS A LEADER OF FASION. An amusing incident occurred the 
royal dinner given in Brussels to Li Hung Chang on Thursday evening. After parsing 
into the State Drawing Room at the conclusion of dinner, the Chinese envoy, apparently 
in ignorance the rule of Court etiquette which strictly forbids smoking in the State 
apartments, pulled out a long pipe, which, duly filled and lighted by his secretary, was 
returned to the owner, who began drawing it with evident satisfaction to himself. King 
Leopold, with kindly tact, had cigarettes thereupon passed round, and in a few minutes 
the whole company were puffing vigorously.
流行の先導者としての李鴻章。ある愉快な出来事が、木曜日の夜、李鴻章のためのロイヤ
ルディナーの席で起こった。ディナーの終了の際に公式応接室へと移動したところ、かの
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３． その掲載日と掲載紙は、以下の通りである。14日：Bristol Mercury and Daily Post、16日：Dundee 
Courier、18日：Tamworth Herald、Wrexham Advertiser、Leeds Times、Reynolds’s Newspaper。
４． 李鴻章のスタンダードな英文表記は、Li Hung-Changであるが、当時は、時としてLI Hung、Hung等に略
されて表記された。
５． その全文は、以下のようなものである。HUNG’S ANCIENT EGGS. Li Hung Chang carries with him three 
Celestial cooks and vast store of preserved dainties, such as birds’ nests, beohe-de-mer, highly cured Che-
Kiang hams, eggs of venerable antiquity, and Samshoo of finest brand. 李が帯同してきた諸珍味のうち、
birds’ nests, highly cured Che-Kiang hams, eggs of venerable antiquityの3点については本文に示したよう
な品目名を充てることができるが、不明なものもある。
６． Elsie Burch Donald ,（1981）, Debrett’s etiquette and modern manners,  10, Royal, Diplomatic and Formal 
Occasions, London, Debrett’s Peerage Ltd,









10． 『ウイッテ伯回想記 日露戦争と露西亜革命（上）』（大竹博吉監修、原書房、1972年、東京）、第2章 李鴻章
と東支鉄道利権交渉。なお。引用に当たっては、歴史的仮名遣いの部分を現代仮名遣いに改めたことをお
断りして置く。
11． 民国初期に西太后はじめとする清朝貴顕のエピソード集を多数上梓した楊公道の『李鴻章軼事』（両友軒、
1919年、刊行地不明）には次のような記述がある。
　　方公之以煙献外賓也、不用雪茄、不用紙煙、但用中国之黄煙、且用水煙筒。西人多不知吸之之法、往往呼吸不霊、
　其水向外而噴、公亦必再三教之吸云。
12． 『李傅相歴聘欧美記』「聘徳記・徳軺日記」に、「徳廷以中堂之来、於中徳交誼大有関係、故於款迎之礼、務従其恭。
特就該撤好司代備行館、不但餼牽豊腆、供張華美已也。先期預問諸漢、徳二君、具知中堂之所嗜。故凡口
之於味、目之於色、耳之於声、莫不投其所好。甚至中堂常吸之雪茄煙、常聴之画眉鳥、亦復陳於几而懸於籠、
則其余概可想見矣。」とある。
13． その第1章、緒論に「李之歴聘欧洲也、至徳、見前宰相比斯麦、叩之曰、為大臣者、欲為国家有所尽力、而
満廷意見、与己不合、羣掣其肘、於此而欲行厥志、其道何由。比斯麦応之曰、首在得君、得君既専、何事
不可為。李鴻章曰、譬有人於此、其君無論何人之言皆聴之、居枢要侍近習者、常仮威福、挟持大局、若処
此者当如之何。比斯麦良久曰、苟為大臣、以至誠憂国、度未有不能格君心者、惟与婦人女子共事、則無如
何矣。李黙然云此語拠西報訳出。尋常華文所登於星軺日記者。因有所忌諱不敢訳録也。」とあって、李鴻章とビスマルクの間で交
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わされた会話が載せられている。本来割注の形を取る小字部分は梁啓超の訳録姿勢を述べた部分であるが、
そこには「西報」つまり欧文新聞（おそらく英字新聞だろう）から直接訳出した箇所があり、それは従来の中
国語化された李鴻章の世界周遊記には「忌諱」のため訳出されることのない箇所があったとの指摘がなされ
ている。ちなみに、その箇所とは「惟与婦人女子共事、則無如何矣（ただ婦女子とともに事に当たる場合の
みはいかんともし難い）」で、「婦人女子」が西太后を連想させることを「忌諱」したことは明らかであろう。
14．『李傅相歴聘欧美記』「聘英記・英軺偉論」。
15．それぞれ、前者については、イギリス滞在中の8月14日、海底ケーブル会社の招待を受けてグリニッジを
訪れた際の会話「至於候接各路電報之隙、主賓必共傾談、乃中堂問語、頗有出英人意表者。如問督辦於此局
有若干股分。他公司有何股分。今年幾歳。礼羅脱侯皆似無奈而答之者。又問君夫人芳齢幾何。侯曰、此実
本爵所不能告人者、惟有請中堂自問拙荊耳。中堂覚其意、因解之曰、華人問女之年、甚合於理、故承其問者、
必以実告也。侯益奇之、且笑曰、此本爵所未敢深信者也。─『李傅相歴聘欧美記』「聘英記・英軺載筆上」」
を、後者に関しては、その2日後スコットランドを尋ねた際、船中で同行者となった鉄道会社の社長と間で
交わした会話「同登小輪船……同舟有倫敦中境鉄路公司総辦在焉、中堂即就之以叩英路之原委、兼問其年歳
禄俸、総辦一一答之。中堂称為槃槃大才、賛嘆不絶於口、惟并未請其至中国耳。─『　同　上　』「聘英記・
英軺載筆下」」をその典型的な事例として挙げることができる。
16．『論語』「公冶長」の「子貢問曰、孔文子何以謂之文也。子曰、敏而好学、不恥下問、是以謂之文也。」に基づく。
周遊記には、この言葉を用いて李鴻章の質問好きの性格を説明した場面が他にも数多く見られる。
17．狭間直樹『梁啓超　東アジア文明史の転換』（岩波書店、2016年、東京）序章。
18．東京都立中央図書館、実藤文庫所蔵の光緒三十一年序刊本による。また、注9で引いた『春冰室野乗』巻中「李
合肥軼事其三」には、「法使施阿蘭狡甚、謂恭忠王亦苦之。公与相見、方談公事、驟然詢曰、爾今年年幾何矣。
外人最悪人詢問年齢、然懾於公威望、不能不答。公掀髯答曰、然則是与吾第幾孫同年耳。吾上年路出巴黎、
曾与爾祖劇談数日、爾知之乎。施竟踧踖而去。自是気焔少殺矣。」という駐清フランス公使、オーギュスト
に年齢を尋ねた李鴻章のエピソードが載るが、ここではそれによって高慢な相手の鼻をへし折ったことに
なっている。
補注：前章、第5節においては、李鴻章のビスマルク訪問を周遊記の記載に従って、1896年6月27日のことと紹
介したが、今回実施した英字新聞の調査によってその日付は6月25日が正しいものであることが判明し
た。これは、ビスマルクが隠居の地として選んだ、そして、李鴻章がビスマルクに会うために訪れたフリー
ドリヒスル （ーFriedrichsruh）にあるビスマルク財団（Otto-von-Bismarck-Stiftung）に残る『フリードリヒ
スルーの李鴻章』という文書によっても確認できる。従来、李鴻章の年譜や伝記およびその世界周遊に触
れた論考では、管見の及んだ限り、そのすべてに渡って李とビスマルクの会見日を6月27日としてきたが、
これは、『節相壮遊日録』や『李傅相歴聘欧美記』が英字メディアに拠ってそのことを報じた際、記事の日
付をそのまま会見日として記載してしまったことを（私も含めて）踏襲してしまった結果生じた誤りである。
